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三
岸
節
子
と
広
島
県
尾
道
市
の
洋
画
家
・
小
林
和
作
。

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
人

に
は
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
深
い
交
流
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
一
八
八
八（
明
治
二
十
一
）年
、

山
口
県
吉
敷
郡
秋
穂
村
（
現
山
口

市
）
の
裕
福
な
地
主
の
家
庭
に
生

ま
れ
た
小
林
和
作
。
十
五
歳
で
京

都
の
美
術
工
芸
学
校
に
進
み
、
京

都
で
日
本
画
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
一
九
二
一（
大
正
十
）年
、三
十

二
歳
の
と
き
に
父
が
急
逝
し
莫
大

な
遺
産
を
相
続
す
る
と
、
日
本
画

家
と
し
て
の
前
途
に
疑
問
を
抱
い

て
い
た
和
作
は
翌
年
、
洋
画
へ
の

転
向
を
決
意
し
上
京
。
梅
原
龍
三

郎
、
中
川
一
政
、
林
武
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
一
九
三
二（
昭
和
七
）年
頃
、
財
産
管
理
を
し

て
い
た
弟
が
運
用
に
失
敗
し
、
小
林
家
は
一
夜
に
し
て
破

産
し
ま
す
。
一
九
三
四（
昭
和
九
）年
、
四
十
五
歳
と
な
っ

た
和
作
は
「
生
活
態
度
の
激
変
で
、
皆
に
顔
を
合
わ
す
の

が
、
だ
ん
だ
ん
辛
く
な
っ
て
い
た
」（
注
1
）た
め
、
所
属
し

て
い
た
春
陽
会
か
ら
独
立
美
術
協
会
に
移
る
と
と
も
に
、

東
京
か
ら
旧
知
の
尾
道
へ
と
転
居
し
ま
し
た
。
以
後
、
自

ら
を
土
着
画
家
、
民
衆
画
家
と
名
乗
り
、
尾
道
を
拠
点
に

全
国
各
地
の
風
景
画
を
制
作
。
一
九
七
四（
昭
和
四
十
九
）

年
に
八
十
六
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、
こ
こ
に
住
み
続
け
ま

し
た
。

　
昨
年（
二
〇
一
九
年
）か
ら
の
調
査
に
よ
り
、
戦
前
か
ら

戦
後
に
か
け
て
節
子
が
た
び
た
び
尾
道
の
和
作
の
も
と
を

訪
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
和
作
は
一
九
三
七

（
昭
和
十
二
）年
に
前
妻
と
死
別
し
、
五
年
後
に
再
婚
し
て

い
ま
す
が
、
後
妻
が
節
子
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
る

や
り
と
り
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
女
の
私
か
ら
み
て
も
素
適
な
方
で
し
た
。
尾
道
に
も

何
度
か
訪
ね
て
下
さ
っ
て
。
話
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

段
々
顔
が
輝
い
て
く
る
の
。
話
も
は
ず
ん
で
、
主
人
と

は
心
が
通
じ
合
っ
て
い
ら
し
た
の
ね
。」

　
―
―
三
岸
さ
ん
と
結
婚
な
さ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
。（
笑
）

　
「
え
え
、
で
も
ね
一
生
尻
に
し
か
れ
る
と
思
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
お
も
し
ろ
い
の
、
三
岸
さ
ん
と
ス

ケ
ッ
チ
や
、
散
歩
に
出
る
時
は
必
ず
犬
を
連
れ
て
行
く

の
。
私
へ
の
申
し
訳
ね
。」（
注
２
）

　
ま
た
、
和
作
の
名
が
戦
後
再
び
中
央
画
壇
に
広
め
ら
れ

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
、
一
九
五
〇（
昭
和
二
十
五
）年
の

東
京
で
の
個
展
に
つ
い
て
、
仕
掛
人
の
美
術
評
論
家
・
田

近
憲
三
が
そ
の
経
緯
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
が
小
林
さ
ん
の
作
品
を
知
っ
た
の
は
、
終
戦

の
翌
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、（
中
略
）
見
て
い
る
と

だ
ん
だ
ん
心
に
浸
み
つ
い
て
く
る
よ
う
な
静
か
な
美
し

さ
を
持
っ
て
い
る
作
品
が
あ
る
の
で
び
っ
く
り
し
た
の

で
す
。
三
岸
節
子
さ
ん
に
「
こ
れ
、
ど
う
い
う
方
で
す

か
」
と
聞
き
ま
し
た
ら
、
こ
れ
は
大
変
に
り
っ
ぱ
な
人

だ
け
れ
ど
も
、
ど
う
い
う
わ
け
か
尾
道
に
い
て
、
東
京

に
お
ら
れ
な
い
の
で
人
が
そ
れ
ほ
ど
知
ら
な
い
ん
だ
と

い
う
。
何
と
か
し
て
、
こ
の
方
を
世
の
中
に
紹
介
し
ろ

と
い
っ
て
、
三
岸
さ
ん
が
け
し
か
け
た
ん
で
す
よ
ね
。

（
注
３
）

こ
　

ば
や
し
　

わ
　

さ
く

あ
い
　

お

ろ
う
　
　な
か
が
わ
か
ず
ま
さ
　
は
や
し
た
け
し

た

ぢ
か
け
ん
ぞ
う

う
め
は
ら
り
ゅ
う

ざ
ぶ

▲小林和作《通り雨》1935年、愛知県美術館蔵
※高橋玄洋『花をみるかなー評伝小林和作ー』（1979年、三笠書房）
　によれば、節子は本作品に深い感銘を受けたという。

小
林
和
作
　
略
歴

小
林
和
作
　
略
歴

小
林
和
作
　
略
歴

節
子
と
和
作
の
交
流

節
子
と
和
作
の
交
流

節
子
と
和
作
の
交
流

「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
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こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
節
子
が
少
な
く
と
も
和
作
が
再

婚
す
る
一
九
四
二（
昭
和
十
七
）年
以
前
か
ら
和
作
の
も
と

を
訪
ね
、
そ
の
作
品
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え

ま
す
。

　
今
回
の
調
査
に
よ
り
、
二
人
の
交
流
を
裏
づ
け
る
二
点

の
節
子
作
品
と
巡
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
点
目

は
尾
道
市
街
や
瀬
戸
内
海
を
一
望
で
き
る
景
勝
地
・
千
光

寺
山
か
ら
の
景
色
を
描
い
た
《
尾
道
風
景
》
。
そ
し
て
二

点
目
は
《
小
林
和
作
肖
像
（
尾
道
に
て
）》
で
す
。
肖
像
は

一
九
八
〇（
昭
和
五
十
五
）年
に
発
行
さ
れ
た
『
小
林
和
作

の
世
界
』
で
表
紙
を
飾
っ
て
以
来
、
じ
つ
に
四
十
年
ぶ
り

に
和
作
の
遺
族
宅
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
一
九

五
〇
年
半
ば
頃
の
作
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
節
子
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
風
景
は
多
く
描
い
て
い
ま
す
が
、

国
内
の
風
景
画
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

モ
デ
ル
に
気
を
遣
う
の
を
嫌
い
、
人
物
を
描
く
こ
と
も
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
貴
重
な
国
内
風
景
画
と
肖

像
画
を
尾
道
で
残
し
た
こ
と
に
、
節
子
と
和
作
の
交
流
の

深
さ
が
垣
間
見
え
ま
す
。
な
お
、
こ
の
肖
像
画
は
、
今
回

の
調
査
を
き
っ
か
け
に
和
作
の
遺
族
か
ら
当
館
に
ご
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
一
八
八
八（
明
治
二
十
一
）年
生
ま
れ
の
和
作
と
、
一
九

〇
五
（
明
治
三
十
八
）
年
生
ま
れ
の
節
子
。
十
七
歳
も
歳

の
離
れ
た
二
人
で
す
が
、
と
も
に
一
九
二
〇
年
代
前
半
に

上
京
し
、
節
子
の
夫
・
好
太
郎
と
と
も
に
同
じ
洋
画
団
体

に
属
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
東
京
で
な
ん
ら
か
の
接
点
が

あ
っ
た
こ
と
は
推
察
で
き
ま
す
。
で
は
孤
高
の
イ
メ
ー
ジ

の
強
い
節
子
が
、
な
ぜ
遠
く
離
れ
た
尾
道
の
和
作
と
こ
れ

ほ
ど
ま
で
に
交
流
を
深
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。
二
人
の
生

涯
を
た
ど
る
と
、
い
く
つ
か
の
共
通
点
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
と
も
に
裕
福
な
家
庭
に
生
ま
れ
な
が
ら
没
落
の
辛
苦

を
味
わ
い
、
ま
た
節
子
は
股
関
節
脱
臼
、
和
作
は
重
度
の

吃
音
症
と
、
生
来
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
背
負
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
和
作
が
尾
道
へ
都
落
ち
し
た
一
九
三
四（
昭

和
九
）年
に
節
子
は
好
太
郎
と
死
別
し
、
そ
の
三
年
後
に
和

作
は
前
妻
と
死
別
し
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
つ
い
て
の
境
遇
、

そ
し
て
人
生
の
激
動
の
時
期
を
同
じ
く
し
、
そ
れ
を
乗
り

越
え
よ
う
と
す
る
互
い
の
姿
に
、
深
い
共
感
と
尊
敬
を
抱

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
　

学
芸
員
　

長
岡
昌
夫
）

注
1
　
小
林
和
作「
東
京
の
家
」『
秋
の
旅
』一
九
七
五
年
、求
龍
堂
、九

十
五
頁

注
2
　『
小
林
和
作
の
世
界
』一
九
八
〇
年
、山
口
県
、柳
井
市
、萩
市
、

二
十
六
頁

注
3
　「
特
集
／
追
悼
・
小
林
和
作
　
特
別
座
談
会
　
あ
あ
!!
 
惜
し

み
て
も
あ
ま
り
あ
る
人
」『
日
本
美
術
』第
十
七
巻
第
一
一
四

号
、一
九
七
四
年
十
二
月
、日
本
美
術
社
、二
十
四
頁

▲三岸節子《尾道風景》
　　　　　　　　　¬ MIGISHI  

▲三岸節子《小林和作肖像（尾道にて）》
　　　　　　　　　　　　¬ MIGISHI   
　※9/1（火）～12/20（日） 公開予定

ë
独
立
美
術
協
会
会
員
　
東
京
府
美
術
館
に
て（
1
9
3
4
年
）

　（
写
真
提
供
‥
福
沢
一
郎
記
念
館
）

小林和作

三岸好太郎

交
流
の
証

交
流
の
証

交
流
の
証

な
ぜ
交
流
が
生
ま
れ
た
の
か

な
ぜ
交
流
が
生
ま
れ
た
の
か

な
ぜ
交
流
が
生
ま
れ
た
の
か
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浅
井
町
の 
長 

ち
ょ
う 

誓  
寺 
。
そ
の
入
口
に
風

せ
い 

じ

雪
に
耐
え
、
ひ
っ
そ
り
と
佇
む
一
体
の

石
像
が
あ
り
ま
す
。
素
通
り
し
て
し
ま

い
そ
う
な
小
さ
な
力
士
の
像
で
す
。

　

長
誓
寺
史
に
は
、
俗
名 
増  
田 
（
中

ま
す 

だ

山
） 
恒  
三  
郎 
、
三
河
奥
平
藩
士
と
し
て

つ
ね 
さ
ぶ 
ろ
う

生
ま
れ
、
廃
藩
後
東
京
大
相
撲
の
呼
び

出
し
を
務
め
た 
面  
山  
恒  
吉 
が
、
浅
井
一

め
ん 
ざ
ん 
つ
ね 
き
ち

帯
の
狂
俳
普
及
に
大
き
な
功
績
を
残
し

た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
二
十
一
年
、
面
山
は
脊
髄
を
患

い
、
寺
の
筆
頭
檀
家
で
あ
っ
た
医
師
の

 
森  
林  
平 
家
の
相
撲
療
養
施
設
に
長
期
滞

も
り 
り
ん 
ぺ
い

在
。
当
時
「 
亀  
斎 
」
と
号
し
た
六
代
目

き 

さ
い

森
林
平
が
狂
俳
の
愛
好
家
で
あ
る
こ
と

を
知
り
、
交
流
が
深
ま
り
ま
す
。
や
が

て
、
面
山
は
「 
静  
軒  
東  
渓 
」
と
号
し
、

せ
い 
け
ん 
と
う 
け
い

狂
俳
人
と
し
て
名
古
屋
結
社
「
金
蘭

社
」
に
属
す
る
一
方
、
浅
井
を
中
心
に

「
親
友
社
」
を
創
立
。
門
下
生
は 
祖  
父 

そ 

ぶ

 
江  
文  
甫 
・ 
半 

え 

ぶ
ん 

ぽ 

は
ん 
狂 

き
ょ
う

の
高
弟
の
他
、 
鷲  
津 

わ
し 

ず 
順 

じ
ゅ
ん

 
光 
を
は
じ
め
と
し
て
百
人
余
に
及
ん
だ

こ
うと

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
四
十
四
年
没
す
る
ま
で
、
狂
俳

の
普
及
に
尽
力
し
た
東
渓
。
長
誓
寺
本

堂
裏
手
に
辞
世
の
句
碑
が
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
ん
な
狂
俳
の
歴
史
を
こ
の
小
さ
な

石
像
は
今
も
静
か
に
物
語
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

狂
俳
は
、
江
戸
時
代
初
期
、
伊
勢
国

の
俳
人 
三  
浦 

み 

う
ら 

樗 ちょ 
良 
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
、

ら

美
濃
の
俳
人 
桑  
原  
東  
坡 
に
受
け
継
が
れ

く
わ 
ば
ら 
と
う 

は

改
良
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
前
句
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
狂
俳
と
改
名
さ

れ
、
美
濃
を
一
大
狂
俳
王
国
に
育
て
上

げ
ま
し
た
。
樗
良
は
こ
う
し
た
限
ら
れ

た
地
だ
け
で
な
く
、
尾
張
、
三
河
を
行

脚
し
狂
俳
の
普
及
に
努
め
、
広
く
東
海

地
域
に
庶
民
文
学
と
し
て
浸
透
し
て
い

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

時
を
経
て
、
当
地
方
で
は
幕
末
か
ら

明
治
に
か
け
名
古
屋
を
中
心
に
結
社
が

多
数
で
き
、
丹
羽
に 
緑 

り
ょ
く 

屋  
若  
菜 
、
一
宮

や 

わ
か 

な

に 
文 ぶん 
正 

し
ょ
う 

堂  
史  
郎 
、
浅
野
に

ど
う 

し 

ろ
う

 
松 

し
ょ
う 

寿  
軒  
里  
遊 
、

じ
ゅ 
け
ん 

り 

ゆ
う

浅
井
に
亀
斎
森
林
平
な
ど
教
養
高
い
狂

俳
人
を
輩
出
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
一
宮
狂
俳
壇
連
盟
で
は
、
折

句
、
平
句
を
兼
題
に
そ
っ
て
二
句
ず
つ
、

計
十
句
作
り
ま
す
。
折
句
は
冠
に
物
名

な
ど
を
置
き
、
季
重
ね
に
な
ら
な
い
よ

う
五
七
五
を
表
現
し
ま
す
。
平
句
は
兼

題
に
対
し
五
七
、
あ
る
い
は
七
五
の
十

二
文
字
で
作
句
し
ま
す
。
「
題
に
遠
く
、

又
離
れ
ず
を
主
と
す
べ
し
」
の
精
神
で
、

説
明
句
に
な
ら
な
い
よ
う
、
題
が
連
想

さ
れ
る
よ
う
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
と
、

代
々
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
毎
月
第
二
土
曜
日
の
午

後
一
時
よ
り
葉
栗
公
民
館
に
て
月
例
会

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
覗
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
趣
味
が
も
う
一

つ
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　

小
さ
な
石
像
と
狂
俳

狂
俳
部
門　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟　

山
本　

翆
仙

エッセイ 

う
ら
枯
れ
や
我
は
帰
ら
ぬ
旅
の
人

東
渓

長誓寺に建てられた
東渓の辞世の句碑

長誓寺の入口にある力士慰霊碑と力士像

七夕祭狂俳大会

（
例
）

　

折
句
「
コ
サ
メ
」

　
　

古
民
家
に
座
す
る
女
雛
の
眼
の
澄
み
て

　

平
句
「
春
雨
」

　
　

浜
の
小
舟
に
靄
か
か
る

【
参
考
文
献
】

　

『
浅
井
町
史
』
脇
田
熊
三
郎
著

　

『
長
誓
寺
史
』
堂
宮
賢
瑞
著
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役
職
名

名
誉
会
長

顧　

問

会　

長

副
会
長

会　

計

監　

事

氏　
　
　
　
　

名

中　

野　

正　

康

加　

藤　

昌　

義

小　

島　

祥　

子

不　

破　
　
　

皓

三　

輪　

清　

弘

不　

破　
　
　

務

夫　

馬　
　
　

勲

鵜　

飼　

輝　

子

備　
　

考
（
部
門
／
団
体
名
）

一
宮
市
長

茶

道

部

門

声
楽
・
合
唱
部
門

吹
奏
楽
・
管
弦
楽
部
門

洋

画

部

門

舞

踊

部

門

写

真

部

門

吟
剣
詩
舞
部
門

／／／／／／／
同
派
会

一
宮
音
楽
家
協
会 

尾
西
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

一
宮
美
術
作
家
協
会
／
洋
画
部

新
舞
踊
あ
す
か
会

一
宮
写
真
協
会

柳
翠
剣
詩
舞
道
会

部

文

学

部

部　
　
　

門

短

歌

部

門

俳

句

部

門

川

柳

部

門

狂

俳

部

門

詩

部

門
部
長○

氏　
　
　

名

川

合

順

夫

光

崎

賢

治

川　

越　

洪
太
郎

山

本

範

子

青　

木　

小
代
子

団　
　

体　
　

名

真
清
短
歌
会

本
町
俳
句
会

一
宮
川
柳
社

一
宮
狂
俳
壇
連
盟

一
宮
現
代
詩
協
会

　
　

※
左
表
は
各
部
門
選
出
の
理
事
一
覧
表
で
す
。

令
和
Û
年
度

一
宮
市
芸
術
文
化
協
会
役
員

部

美

術

部

音

楽

部

芸

能

部

社

会

文

化

部

部　
　
　

門

日
本
画
部
門

洋

画

部

門

デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
・

彫

塑

部

門

書

部

門

写

真

部

門

邦

楽

部

門

謡

曲

部

門

吟
剣
詩
舞
部
門

声
楽
・
合
唱
部
門

器

楽

部

門

吹

奏

楽

・

管
弦
楽
部
門

舞

踊

部

門

芸

能

部

門

茶

道

部

門

華

道

部

門
部
長○○○○

氏　
　
　

名

高

橋

弘

子

大

島

麻

琴

鵜

飼

辰

郎

川

浦

碧

濤

武

鹿

千

代

水　

谷　

冨
士
雄

森　
　
　

恒　

夫

 
　

間　

加
代
子

久　

野　

以
早
夫

不

破

清

子

浅　

井　

英　

仁

花　

柳　

こ
ま
希
久

木　

全　
　
　

修

木

野

文

工

団　
　

体　
　

名

一
宮
美
術
作
家
協
会

／
日
本
画
部

一
宮
美
術
作
家
協
会

／
洋
画
部

一
宮
美
術
作
家
協
会

／
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
部
・
彫
塑
部

公
益
社
団
法
人
中
部
日
本
書

道
会　

一
宮
支
部

一
宮
写
真
協
会

一
宮
三
曲
協
会

竹
石
・
紅
韻
会

一
宮
吟
剣
詩
舞
協
会

一
宮
音
楽
家
協
会

琴
伝
流
大
正
琴
琴
稀
会

一
宮
市
民
吹
奏
楽
団

一
宮
舞
踊
協
会

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟

尾
西
表
千
家
木
野（
文
）会

一
宮
華
道
連
盟

　
　

※
６
〜
９
ペ
ー
ジ
に
加
入
団
体
一
覧
表
を
記
載
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）
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加　 入　 団　 体　 一　 覧
（令和２年５月現在）

主　な　活　動　日　時　・　場　所
団　　体　　名部　　門部

活　　 　　　動　 　　　内　　　　　容

毎月第２日曜日：午後１時～　一宮スポーツ文化センター
真 清 短 歌 会短　歌　部　門

文　学　部

毎月の短歌教室と年３回の短歌大会、５月の吟行会で会員相互の親睦と生きがいを深めています。

毎月第４日曜日：午後１時～　一宮スポーツ文化センター
一 宮 市 民 俳 句 教 室

俳　句　部　門

初心者も交え俳句会を開き、年に一度秋の吟行会に参加しています。

毎月第１水曜日：午後１時～　北方公民館
北 方 俳 句 会

自然に親しみ、心豊かに生きている喜びを詠っています。

毎週金曜日：午後１時～　大志公民館
本 町 俳 句 会

四季の移ろいに自分の思いも入れ句に詠むことは心を豊かにします。

毎月第１・３水曜日：午後１時～　大志公民館
き き ょ う の 会

四季の自然や生活の中で気付いた事を五七五にまとめて句会を致しております。お気軽にどうぞ。

毎月第１木曜日：午後１時～　千秋公民館
千 秋 俳 句 ク ラ ブ

当季雑詠６句を持ち寄り講師に指導いただき、１１月には千秋文化展に出展し頑張っています。

毎月第２土曜日：午後１時～　神山公民館
神 山 女 性 句 会

神山句会では本年で２１年の教室となりました。昨年９月に新公民館に移りました。継続は力なりです。

毎月第３土曜日：午後１時～　尾西生涯学習センター
尾 西 牡 丹 句 会

毎月の句会では全員が披講し交流を深めています。毎年バスで吟行会と尾西俳句大会を実施しています。

毎月第１金曜日：午後１時～　尾西南部生涯学習センター
尾 西 み な み 俳 句 会

当日は俳句会をします。会の終わりに久保武氏の講評があり、折々の吟行会に参加します。

毎月第２日曜日：午後２時３０分～　応蓮寺
仏 手 柑 俳 句 会

大徳公民館で活動を始めました。第４日曜日午後２時から３時まで。ご参加お待ちしております。

毎月第１月曜日：午後１時～　尾西生涯学習センター
尾 西 新 樹 会

俳句を通じて人との触れ合いを大切にして作句し、吟行会や俳句大会へも積極的に参加しています。

毎月第４日曜日：午後１時～　一宮スポーツ文化センター
一 宮 川 柳 社川　柳　部　門

句会と川柳教室ならびに柳誌の発行により、文芸としての川柳を楽しみ、普及をはかっています。

毎月第２土曜日：午後１時～　葉栗公民館
一 宮 狂 俳 壇 連 盟狂　俳　部　門

一宮市に残る庶民文芸を伝承し、地域文化として普及するよう、言葉遊びを楽しんでいます。

事務局へお問合せください。
一 宮 現 代 詩 協 会

詩　　部　　門
詩が好きな仲間が集まりました。詩心がある方はもちろん、始めてみたい方、どなたでも大歓迎です。

毎月第１火曜日・第４土曜日：午前１０時～　中央図書館
一 宮 漢 詩 濤 聲 會

自作の漢詩を各自持ち寄り、互いに読み合って、より良い作品へ仕上げる添削等を検討します。

事務局へお問合せください。
一宮美術作家協会／日本画部

日 本 画 部 門

美　術　部

市を代表する各部門の作家らの独創的な作品展を企画し、地域の芸術文化の発展に寄与していきます。

毎月第１・３火曜日：午前１０時３０分～　一宮スポーツ文化センター、第１・３水曜日：午後２時～　尾西生涯学習センター
桃 墨 会

趣味とは云えども芸術としての水墨画を目ざし、年２回のスケッチ旅行と年１回の桃墨会展を開催しています。

事務局へお問合せください。
尾 西 作 家 協 会

絵画や工芸作品の発表を通して美術文化の発展に協力します。チャリティー展も開催します。

事務局へお問合せください。
一宮美術作家協会／洋画部

洋　画　部　門

市を代表する各部門の作家らの独創的な作品展を企画し、地域の芸術文化の発展に寄与していきます。

毎月第１・３土曜日：午後１時～　尾西生涯学習センター
尾 西 絵 画 ク ラ ブ

絵画をつうじて美術文化の発展と人との出会いを大切にし、中央の公募展をめざして精進します。

毎月第１・３金曜日：午前１０時～　尾西南部生涯学習センター
水 絵 の 会

生涯学習として水彩画を学び、正確に描くことより気持ちを表現し、個性ある絵で感動を伝えたいです。

毎月第１・２・３木曜日：午後１時～　小信中島公民館
グ ル ー プ 絵 ご こ ろ 三 美会

油絵を描くことで、美術に対する関心を深め、会員相互の親睦をはかります。

毎月第１土曜日・第３火曜日：午前９時３０分～　尾西生涯学習センター
楽 し く 描 こ う 会

本会も歩み始めて１８年目。熱心な講師の指導、個性溢れる仲間の作品から刺激を受け合い前向きに頑張っています。

毎月第２・４月曜日：午前９時３０分～　尾西生涯学習センター
尾 彩

水彩画に興味あるも始める機会のない方、ぜひ心躍る水彩画の世界に足を踏み入れてみて下さい。



いちのみやの芸術文化　　令和2（2020）年6月 7

主　な　活　動　日　時　・　場　所
団　　体　　名部　　門部

活　　 　　　動　 　　　内　　　　　容

毎週水曜日：午前９時３０分～　午後１時３０分～　講師宅
ポ ピ ー の 会

洋　画　部　門

美　術　部

絵を描く事が好きな人が集まり、個々でテーマを決め作品を作り公募展にも多数出品しています。

毎月第２・４金曜日：午前１０時～　尾西南部生涯学習センター
尾 西 ガ リ バ ン バ ン の 会

一枚の画用紙に何気ない風景を絵として表現できるよう学習しています。

毎月第２・４木曜日：午前１０時～　尾西南部生涯学習センター
パ レ ッ ト 会

絵という共通の趣味を深め、互いの親睦を深め、年２回の展覧会を開き、地域と交流を深めます。

毎月第２・４日曜日：午後２時～　シルバー人材センター木曽川支部
木 曽 川 絵 画 同 好 会

絵画一般を会員で楽しく描いています。

毎月第１・３木曜日：午後１時～　尾西南部生涯学習センター
プ ル シ ャ ン ブ ル ー

絵画を楽しみ、人と人との交流を大切に、年間の成果を発表する作品展を目標に、活動しています。

毎月第１・３土曜日：午前９時３０分～　尾西南部生涯学習センター
イ エ ロ ー オ ー カ ー

私達は絵画研習を目的に年２回のスケッチ旅行とグループ展を２回程行っています。

毎月第２・４木曜日：午前９時３０分～　一宮スポーツ文化センター
山 ぶ ど う の 会

趣味の一環で、水彩画・油絵など楽しく描き、年１回展覧会を開催しています。ご加入お待ちしております。

毎月第１・３火曜日：午前９時３０分～　一宮スポーツ文化センター
土 筆 の 会

愛好者により、水彩画を学んで、地域の人との交流をして、成果を展示会にて発表します。

毎月第１・３水曜日：午前９時～　一宮スポーツ文化センター
あ ざ み の 会

仲間と共にワクワクする楽しい時を重ねて、絵筆を持ち脳トレに励み、笑顔あふれる日々を過ごします。

毎月第２水曜日：午前９時３０分～　北方公民館
花 畑

クラブ員の新睦を深めながら、水彩画を学んでいます。作品展に出品する為に頑張っております。

毎月第１・３金曜日：午前９時３０分～　一宮スポーツ文化センター
ゆ ず の 会

絵画をつうじて美術文化の発展と人との出会いを大切にし、作品展をめざして精進します。

毎月第２・４金曜日：午後１時～　一宮スポーツ文化センター
ぴ く ー る ア ー ト サ ー ク ル

初心者からベテランの方まで、楽しく水彩画を学んでいます。スケッチ旅行にも皆で出かけます。

毎月第２・３・４火曜日：午後６時３０分～　一宮スポーツ文化センター
グ ル ー プ 創

大島先生の指導のもと、各自自由課題で一宮市内外の展示会等に出展し油彩画を楽しんでいます。

毎月第１・３火曜日：午後１時～　尾西生涯学習センター
ア ク ア マ リ ン

水彩画を楽しく描き、一宮美術文化と人にふれあい生きがいのある活動をします。

事務局へお問合せください。
一宮美術作家協会／デザイン・工芸部・彫塑部

デザイン・工芸
彫　塑　部　門

市を代表する各部門の作家らの独創的な作品展を企画し、地域の芸術文化の発展に寄与していきます。

毎週火・土曜日：午前９時～　朝日西つどいの里陶芸室棟
陶 順 会

陶芸を通じて文化の振興に寄与し技術の向上に努めると伴に、会員相互の新睦を図っています。

毎月第４日曜日：午後２時～　尾張一宮駅前ビル（ －ビル）
尾 張 も め ん 伝 承 会

尾州織物の原点となる綿から糸を紡ぎ染め織るという手仕事を伝承し、作品を作り発表しています。

毎月第１・３土曜日：午前８時３０分～　旧湊屋文右衛門邸
尾 西 面 打 会

古面の能・狂言面等を手本に、角材から型紙を使い彫り、胡粉を塗り彩色し完成させています。

毎月第２・４土曜日：午前９時～　アイプラザ一宮
一 面 会

工芸「面打ち」教室に集う会員相互の親睦を深め、技術の向上を図ることを目的とします。

事務局へお問合せください。
公益社団法人中部日本書道会一宮支部

書 部 門
『書』を通じて『地域文化の発展向上』と『心の豊かさ』をめざすと共に、青少年の育成にも尽力してまいります。

事務局へお問合せください。
麗 筆 会

書を通して文化の発展向上、豊かな心と美意識を具備する青少年の育成をめざし研讚しています。

事務局へお問合せください。
一 宮 写 真 協 会写　真　部　門

写真を通して会員相互の親睦を深め、写真技術の向上と豊かな人生の糧となるように努めています。

事務局へお問合せください。
一 宮 三 曲 協 会

邦　楽　部　門音　楽　部

三曲協会は絃方１０社中尺八６社中で構成され、合同で定期演奏会を毎年１１月２３日に開催しています。

毎週土曜日：午後２時～　講師宅
三 山 会

歴史ある伝統楽器である尺八を吹いて楽しんでいる仲間の会です。

月２回　土曜日：午後　講師宅
里 音 会

筝・三絃・十七絃を練習し、演奏会が近くなると尺八とも合奏しながら楽しく励んでいます。
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主　な　活　動　日　時　・　場　所
団　　体　　名部　　門部

活　　 　　　動　 　　　内　　　　　容

月４回　講師宅
す み れ 箏 の 会

邦　楽　部　門

音　楽　部

箏のおけいこを通じて、音楽の知識を学び感性を養います。年に数回演奏会に出演。生徒募集中です。

（随時）　講師宅
美 友 会

邦楽を愛する仲間で活動する会です。楽しく箏曲を演奏しております。

（随時）　講師宅
藤 乃 会

古曲から新曲、あらゆるジャンルの曲を箏で合奏しています。新しい方との出合いをお待ちしています。

毎週土曜日：午前１０時～　講師宅
津 軽 三 味 線 恋 糸

津軽三味線を通して、日本文化の普及と、生きがいを目的とし、練習に励んでいます。

毎週金曜日：午前９時１５分～　渡辺節子宅
一 宮 三 味 線 川 崎 会

民謡三味線を弾き、日本音楽文化を楽しもう。

中日文化会　毎月第２・４木曜日：午後６時～　名鉄百貨店一宮店
相生会　毎月第２・４金曜日：午前９時３０分～　神山公民館相 生 ・ 中 日 文 化 会

謡　曲　部　門

日本の伝統芸能の謡曲と言う共通の趣味を持つ団体で、年２回謡曲大会を開催し、親睦を深めています。

竹石会　不定期　真清田神社
紅韻会　不定期　渡辺節子宅竹 石 ・ 紅 韻 会

日本の伝統芸能の謡曲と言う共通の趣味を持つ団体で、年２回謡曲大会を開催し、親睦を深めています。

誠諷会　毎月第１・３月曜日：午前９時～　浅井河端公民館
清宵会　毎月第２・４金曜日：午後１時３０分～　ききょう会館誠 諷 ・ 清 宵 会

日本の伝統芸能の謡曲と言う共通の趣味を持つ団体で、年２回謡曲大会を開催し、親睦を深めています。

蘇水会　毎月第１・２・３火曜日：午後１時～　シルバー人材センター木曽川支部
萩謡会　不定期蘇 水 ・ 萩 謡 会

日本の伝統芸能の謡曲と言う共通の趣味を持つ団体で、年２回謡曲大会を開催し、親睦を深めています。

丹謡会　毎週月曜日：午後　丹陽公民館
緑風会　毎月第２・４金曜日：午後１時３０分～　ききょう会館丹 謡 ・ 緑 風 会

日本の伝統芸能の謡曲と言う共通の趣味を持つ団体で、年２回謡曲大会を開催し、親睦を深めています。

事務局へお問合せください。
一 宮 吟 剣 詩 舞 協 会

吟剣詩舞部門

地域文化高揚の為、伝統芸能の詩吟、剣舞、詩舞等の普及と会員相互の親睦、出会いを深める会です。

毎月第１・３木曜日：午後７時～　小信中島つどいの里、第２・４金曜日：午後１時～　小信中島公民館
神 道 一 刀 流 剣 詩 舞 会

勇壮な剣舞、艶やかな詩舞の伝統芸能により歴史を学び、舞台や慰問等を楽しんでいます。

毎月第１・３金曜日：午後１時～　小信中島公民館、第２・４金曜日：午後１時～　尾西生涯学習センター他
柳 翠 剣 詩 舞 道 会

吟剣詩舞道は日本古来の伝統芸能です。「礼と節」をその心とし舞う事に喜びを感じ精進しています。

毎週月・水・金曜日　山瑩会教室、尾西生涯学習センター　他
山 瑩 会

吟詠を通じ、優れた詩人の心情・思想にふれ共感し仲間との絆を深めています。又発声により健康の保持に努めています。

事務局へお問合せください。
一 宮 音 楽 家 協 会

声楽・合唱部門

クラシック音楽の演奏。会員は日頃は個々に自己研鑽に努め、その成果を一般に公演しています。

事務局へお問合せください。
一 宮 合 唱 協 会

コーラスを通じ歌いたい心のうたを皆様にお届けできたらと取り組んで練習を重ねています。

毎週火曜日：午後６時４５分～　カトリック一宮教会
一 宮 第 九 を う た う 会

「第九」をはじめ各種の演奏会と練習を通じて地域文化の向上に貢献することを目的に音楽活動中です。

毎月第２・４土曜日：午後１時～　尾西生涯学習センター
佳 富 士 会

民謡は「心の故郷」といわれます。さあ民謡の旅にご一緒しましょう。さあ出発しますよー。

月４回　金曜日：午後１時～、土曜日：午後１時～　尾西ふれあい広場
琴 伝 流 大 正 琴 琴 稀 会

器　楽　部　門

懐かしい童謡や流行歌など大正琴の音色を楽しみながら、芸能祭出演に向けて練習に励んでいます。

事務局へお問合せください。
安 美 ＆ コ ン ブ リ オ

１２月にはクリスマスコンサートでいろいろなジャンルの曲をいろいろな楽器で演奏します。

毎月１・１５・２８日：午後６時～、第２・４日曜日：午後６時～　尾張猿田彦神社
特定非営利活動法人旭雅楽会

一宮市をはじめ、東海三県で世界最古の音楽「雅楽」の演奏活動をしております。

毎週土曜日：午後５時～　一宮スポーツ文化センター
一 宮 市 民 吹 奏 楽 団

吹奏楽・管弦楽
部　　　　　門

定例練習を重ね、自主演奏会を開催し、市民文化発展に貢献できるよう、活動しています。

毎週日曜日：午後５時～　尾西生涯学習センター
尾西ウィンドオーケストラ

音楽を楽しみ、人との繋がりを深め、希望と夢のあふれるまちづくりに貢献し、人生に潤いを！
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主　な　活　動　日　時　・　場　所
団　　体　　名部　　門部

活　　 　　　動　 　　　内　　　　　容

毎月第２土曜日：午後６時～　第４日曜日：午後１時３０分～　木曽川文化会館または一宮スポーツ文化センター
一 宮 シ テ ィ 合 奏 団

吹奏楽・管弦楽
部　　　　　門音　楽　部

リハーサルにより合奏能力を高め、年１回１０月に一宮市尾西市民会館にて定期演奏会を行っています。

毎月第１土曜日、第２～５日曜日：午後５時３０分～　木曽川公民館または木曽川体育館
き そ が わ ポ ッ プ ス バ ン ド

吹奏楽を通じて地域文化の発展や人との出会いを大切にし、イベントや演奏会に参加しています。

月３回　日曜日：午後１時～　木曽川公民館
濃 尾 ブ ラ ス ソ サ エ テ ィ

通常練習と年４回程の演奏会を通じて市民文化の発展に貢献できるよう活動しています。

越智バレエ団　　秋田産業ビル（木曜日）、一宮中日文化センター（火曜日・日曜日）

佐々バレエ団　　一宮中日文化センター（木曜日）

糸尾バレエ団　　下沼町（日～土曜日）

日舞喜美会　　　北園通（水・木・金・土・日曜日）

日舞吉利枝会　　スポーツ文化センター（金曜日）

日舞こま希久会　中町（日・月・木・金曜日）

一 宮 舞 踊 協 会

舞　踊　部　門

芸　能　部

現在６団体、日舞とバレエ協会結成６８年目で、各会それぞれに楽しく稽古に励んでいます。

毎週水曜日：午後６時～　起つどいの里
新 舞 踊 あ す か 会

歌謡曲や古典舞踊、民踊の曲にあわせ日々稽古に励み、秋の尾西芸能祭に向けて頑張っています。

毎月第１・２木曜日：午前９時～　尾西文化広場、毎月火曜日：午後１時～　講師宅又は尾西生涯学習センター
坂 東 流 百 喜 久 会

令和３年に７０周年を迎えます。日舞の歴史等も学びつゝ、演目の理解度も高め、芸能祭を目標に！

毎月第１・２（又は３）木曜日：午前９時～　尾西文化広場または講師宅
坂 東 流 百 の 会

H２７年に１０周年記念発表会。自分の踊りを仕上げる喜び、苦しみ仲間と共に。芸能祭を目指します。

毎週月曜日：午前９時３０分～　午後５時３０分～　向山公民館
芳 美 会

会員皆で仲良く楽しく、日本舞踊に親しんでいます。

事務局へお問合せください。
一 宮 民 俗 芸 能 連 盟芸　能　部　門

現在１０団体加入しており、長い歴史に培われた郷土の民俗芸能を保護するため奮闘しています。

事務局へお問合せください。
同 派 会

茶　道　部　門

社　　会
文　化　部

７月に納涼茶会、１０月に市民茶会、１１月に妙興寺で茶会を行う等、各先生方と共に茶会の席を設けております。

事務局へお問合せください。
弥 生 会

７月に納涼茶会、１０月に市民茶会、１１月に妙興寺で茶会を行う等、各先生方と共に茶会の席を設けております。

事務局へお問合せください。
茶 道 表 千 家

７月に納涼茶会、１０月に市民茶会、１１月に妙興寺で茶会を行う等、各先生方と共に茶会の席を設けております。

事務局へお問合せください。
茶 道 裏 千 家

７月に納涼茶会、１０月に市民茶会、１１月に妙興寺で茶会を行う等、各先生方と共に茶会の席を設けております。

火曜日：午後２時～　講師宅、金曜日：午後１時３０分～　尾西生涯学習センター
表 千 家 尾 西 玉 香 会

池坊尾西玉香会と一緒にお茶とお花を楽しんでいます。

月３回　土曜日：午後２時～（随時）　講師宅
尾西表千家・木野（文）会

おいしいお茶を優雅な所作で、おもてなし出来る事を目指し、御稽古を楽しんでおります。

月３回　土曜日：午後１時３０分～　講師宅
尾 西 緑 寿 会

尾西小原流筧社中と一緒にお茶とお花を楽しんでいます。

月３回　月・水・土曜日：午前９時～　講師宅
裏 千 家 尾 西 杉 本 社 中

伝統文化の茶道を通じ、心の持ち方、立居振舞いを勉強しつつ、日常生活に生かしましょう。

事務局へお問合せください。
松 風 会

忙しい日々中で、お菓子を頂きお茶を頂き、一時心を開放する事を、姿勢を正し、楽しんでいます。

（随時）　講師宅
裏 千 家 白 河 社 中

茶道を基礎から上級までお稽古します。英語での茶道レッスンも行います。

事務局へお問合せください。
一 宮 華 道 連 盟

華　道　部　門

華道展を開催する事によって、文化の発展の向上をより多くの方々に伝えて携わっていただきたいです。

月３回　火曜日：午後　講師宅
池 坊 尾 西 玉 香 会

表千家尾西玉香会と一緒にお花とお茶を楽しんでいます。

月３回　土曜日：午後１時３０分～　講師宅
尾 西 小 原 流 筧 社 中

尾西緑寿会と一緒にお花とお茶を楽しんでいます。

月３回　土曜日：午後２時～（随時）　講師宅
尾 西 池 坊 木 野（ 文 ）会

池坊の生け花を、自分自身が楽しみ、家族や世間様にも喜んで頂ける作品を目指し稽古しています。
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【
問
合
せ
先　

尾
西
俳
句
会
】

　

A（　

）２
３
９
７

６８

日
時
▼
７
月　

日
º
・
８
月　

日
º

１８

２２

９
月　

日
º
・　

月　

日
º

１９

１１

２１

　

月　

日
º

１２

１９

午
後
１
時　

分
〜

３０

会
場
▼
尾
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
４
句
、
課
題
句
１
句
を

尾
西
俳
句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま

す
。

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（　

）０
２
８
２

７３

日
時
▼
７
月　

日
∂
・
８
月　

日
∂

２６

２３

９
月　

日
∂
・　

月　

日
∂

２７

１０

２５

　

月　

日
∂
・　

月　

日
∂

１１

２９

１２

２０

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳
句

教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

一
宮
舞
踊
協
会
こ
ま
希
久
会

期
日
▼
６
月　

日
∂

２８

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
の
日
舞
発
表

会

一
宮
書
道
連
盟

期
日
▼
７
月　

日
º
・　

日
∂

１１

１２

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
上
位
入
賞
作
品
、
役
員
と
指
導
者

作
品
の
展
示

期
日
▼
７
月　

日
º
・　

日
∂

１８

１９

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

期
日
▼
７
月　

日
ª
〜　

日
∂

２４

２６

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼　

人
の
会
員
作
品
の
展
示

１００

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟

期
日
▼
８
月　

日
∂

２３

会
場
▼
一
宮
市
民
会
館

内
容
▼
一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
の
加
盟
団
体

に
よ
る
市
内
各
地
に
伝
わ
る
民
俗

芸
能
の
上
演

『
第　

回
学
生
書
道
展
・

４８

 

第　

回
書
道
連
盟
選
抜
作
品
展
』

２７

『
Ú
Ò
Ò
人
展
』 

一
宮
写
真
協
会

今
号
掲
載

今
号
掲
載
を
予
定
し

予
定
し
て
い
た

催
し
催
し
の
う
ち
、新
型
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症

感
染
症
の
影
響
影
響
に
よ

り
、開
催
中
止

開
催
中
止
と
な
っ
た
催
し
催
し 

今
号
掲
載
を
予
定
し
て
い
た

催
し
の
う
ち
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、開
催
中
止
と
な
っ
た
催
し 
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この「いちのみやの芸術文化」は、
今年度の編集委員¯名により、編集
されています。

　【編集委員】※順不同・敬称略
　　・浅井　英仁・木全　　修
　　・小島　祥子・後藤　蘇月
　　・原　美津子・増田　和臣
　　・安江たつよ

『加入団体の催し』欄に情報を掲載しませんか？ 
このコーナーでは一宮市芸術文化協会加入団体の活動情報を募集します。 
掲載を希望される団体は、発行月３・６・８・12月の前々月15日までに、下記の必要事項を任意の様式にて
記入の上、事務局まで提出してください。 

①行事名　②団体名　③問合せ先電話番号　④日時　⑤会場　⑥対象　⑦参加料 
⑧申込方法　⑨その他必要事項 
〒491－8501 一宮市芸術文化協会事務局（住所不要） 
または　FAX 0586－73－9213

必要事項 

提 出 先 

『
い
ち
の
み
や
民
俗
芸
能
の
つ
ど
い
』

『
第　

回
ゆ
か
た
会

３８

花
柳
流
こ
ま
希
久
会
』

『
納
涼
茶
会
』 

一
宮
茶
道
連
盟

『
一
宮
市
尾
西
俳
句
教
室
』

『
市
民
俳
句
教
室
』
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［連 絡 先］一宮市芸術文化協会事務局（市教育委員会生涯学習課内）

　　　　　　　〒491－8501　愛知県一宮市本町２丁目５番６号

　　　　　　　TE L  0 5 8 6 －8 5 －7 0 7 5　／　FAX  0 5 8 6 －7 3 －9 2 1 3

［題　　 字］武 　 山 　 翠 　 屋

［編集・発行］一宮市芸術文化協会


